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メンバー紹介 
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Yellow Green 

O(・`ω´・)○ 手を動かして、実際にやってみたいっ！！ 
 

(9・Д・)9    少しでも知識を身に付けて持ち帰りたいっ！！ 
 

 (。-д-)(-д-。)  筋の通ったテスト設計をしたいねー 
 

(9・Д・)9        しばらく怠けていたから頭を鍛えなおしたい！ 
 

(*´艸｀*)       100点とりたーい♪ 



今回のコンセプト 

3 Copyright © CHOBI , All Rights Reserved 



テスト設計コンテスト 

要求分析 
テストアー
キテク
チャ設計 

テスト詳
細設計 
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リスク 
分析 

その他 
工夫 

+ 

+ 
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全体の流れ 



（１）要求分析 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
6 Copyright © CHOBI , All Rights Reserved 



要求分析の全体像 
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要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 

この成果物が 
テストアーキ 
テクチャ設計 
のインプット 
となる。 



１．ステークホルダー分析 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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利用者以
外のステー
クホルダー 

利用者 

ソフトウェア 
品質特性で 
それぞれの 
システムゴール 
を分析 

利用時品質 
特性で 
それぞれの 
システムゴール 
を分析 



２．仕様整理 
構造、データ、状態・イベントの分析 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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ユースケース仕様書 

ハードウェア仕様書 

クラス図 

状態遷移図 

オブジェクトごとの仕様
を整理 

自販機の状態とイベント
を整理 

ユースケースCFD 

人とシステムのイベント 
ごとの処理の流れを整理 



要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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（１）クラス図  

単語辞書（認識の
ずれをなくす）。構
造の把握、隠れた
制御、データの流れ
を発見する。 

 

２-１．構造、データ、状態・イベント
の分析（１） 



２-２．構造、データ、状態・イベント
の分析（２） 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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（２）ユースケースCFD 

 

ユースケースフローを見や
すくする。イベントと処理の
分岐を整理し、抜け・漏
れ・間違いを探す。 

 



２-３．構造、データ、状態・イベント
の分析（３） 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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（３）状態遷移図 

システムのイベントとそ
こから条件によって起こ
りうる状態の変化を整

理する。 



（２）リスク分析 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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１．リスクの洗い出し 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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まず、考えられるリスクをすべて洗い出す。 



２．テストが必要なリスクの分析 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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それぞれのリスクについてSWのテストが必要と判断したものについて 
影響を受けるステークホルダーのシステムゴールに要件を追加。 

ソフトウェ
ア 

品質特性 

利用時 
品質特性 

利用者 

利用者以外 

網羅されているか 
アクションリスト 
と整合性を取る 

SC表横軸へ 



（３）テストアーキテクチャ設計 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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１．今回のテスト進め方を検討
（１） 

• 狩野モデルを参考に、当たり前の品質と魅力的な品
質を担保する 

顧客の満足感 

“満足” 

“不満” 

“不充足” “充足” 

物
理
的
充
足
状
況

 

魅力品質 

当たり前品質 

一元品質 

無関心品質 

主にシステムの仕様を網羅する
ことで品質を担保 

利用者の正常・異常操作時の動
作を確認することで品質を担保 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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２．テスト全体の整理 
（最上流のテストアーキテクチャ設計） 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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主にシステムの仕様の動作を
網羅的に確認することで「当た
り前品質」+ 「一元品質」を担保 

利用者の正常・異常操作時の
動作を確認することで「魅力品
質」+「一元品質」を担保 

一元品質   今回スコープ外としたもの 当たり前品質 魅力品質 

網羅 

補強 

補強 

補強 

補強 

補強 

仕様 



３．詳細なアーキテクチャ設計（１） 
（仕様網羅のテストアーキテクチャ設計） 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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部品 
または 

UseCase 

起こりうる 
イベント 

イベント
発生時の
処理 

処理の結
果 

アクションリスト 

当たり前品質 

一元品質 

・単体/統合テスト/システムテストのテスト詳細設計 
 のインプット 
・利用者テストのテストアーキテクチャ設計インプット 



４．詳細なアーキテクチャ設計（２） 
（補強のアーキテクチャ設計） 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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縦軸： 

アクションリス
トのユース
ケースから導

出 

横軸： 

利用者のステー
クホルダー分析
とリスク分析か

ら導出 

交点： 
テスト観点 

スープカレー表 

魅力品質 

一元品質 

・交点が利用者テストの確認事項となる 



５．時間を表すテストアーキテクチャ 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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１.単体テスト 

２.統合テスト 

３.統合テスト 



（４）テスト詳細設計 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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１．単体テスト 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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ドメイン
分析を
して 

テスト
ケース
へ 

例：貨幣投入、釣り銭関連等   
  返金パターンの確認[条件網羅] 



２．統合テスト 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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例：商品選択ユースケース 

対象の
ユース

ケースCFD 

デシジョンテー
ブルを作って 
テストケースへ 



３．システムテスト 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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人が行う
イベントを
洗い出し 

その処理
の組み合
わせ表を
作成 テスト

ケース
へ 

例：商品購入 



（５）工夫点 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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１．テスト要求分析における工夫 

• 一つのユースケースを一つのCFDで表現し、人とシステムの間
のイベントと処理の全体を一気通貫で俯瞰できるようにした。 
– 仕様書のモレ、不備を見つけることができた。 

– ユースケースにシステム寄りの情報を付加することができたため、テス
トケースに落としやすくなった。 

 

 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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２-１．テストアーキテクチャ設計に 
おける工夫（１） 

• アクションリストを作って仕様を再構成した。 
– 網羅のテストアーキテクチャを兼ねたテストしやすい形式の仕様書ができた。 

– 各分析した結果を1つの形式に落とし込んだため、モレのないテストにつな
がった。 

 

 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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２-２．テストアーキテクチャ設計に 
おける工夫（２） 

• テストアーキテクチャのマップを作りながら、テストアーキテクチャ
設計をした。 

– マップに従ってテストアーキテクチャ設計の整合性をとりながら進められた
ので、テストアーキテクチャ設計のモレを防ぐことができた。 

 
アクションリスト 

スープカレー表 



３．テスト詳細設計における工夫点 

• シナリオの組み合わせ作成時、PictMasterを使ってイベント
ごとのアクションの組み合わせを網羅的に作った。 
– テストケースの作成時間を大幅に短縮できた。 

– 確認すべき項目をモレなくテストケースに落とし込めた。 

要求分析 アーキテクチャ設計 詳細設計 工夫点 リスク分析 
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